
 

 

 

 
 

 

 

広島県災害福祉支援ネットワークの取組状況について 

    

１ 要旨・目的 

本県では，災害時に，災害派遣福祉チーム（ＤＷＡＴ）を避難所等へ派遣し，要配慮者等へ

の福祉支援活動を行うための基盤整備に向け，令和３年度に「広島県災害福祉支援ネットワー

ク」を設置しており，令和４年度の取組状況について報告する。 

 

２ 現状・背景 

  近年の災害においては，要配慮者が，避難所等において長期間の避難生活を余儀なくされ，

生活機能の低下や要介護度の重度化などの二次被害が生じている場合があり，要配慮者の避難

生活中における福祉ニーズへの対応が喫緊の課題となっている。 

このため，本県では，令和４年３月に，県，県社会福祉協議会及び社会福祉施設等関係 12団

体により「広島県災害派遣福祉チームの派遣に関する基本協定」を締結するとともに，「広島県

災害福祉支援ネットワーク」を設置し，平時から，災害に備えた連携・情報共有や，研修・訓

練の実施など，災害派遣福祉チーム（ＤＷＡＴ）の派遣に向けた基盤整備に取り組んでいる。 

 

３ 概要 

(1)  対象者 

大規模災害時に，避難所等において避難生活を送る要配慮者 
 

(2)  取組内容（令和４年度の主な取組と現状） 

令和４年度は，災害福祉支援ネットワーク会議を定期的に開催し，広島ＤＷＡＴの派遣の

流れや活動内容等の整理を行うとともに，チーム員の登録を開始し，登録者への研修を実施

した。 

具体的には，広島ＤＷＡＴの派遣の流れや活動内容等を「活動マニュアル」として整備す

るとともに，チーム員（令和５年１月末現在：98 名）に対する講義や模擬演習を通じて，広

島ＤＷＡＴの活動に関する基本的知識・スキルの向上を図ったところである。 
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(3)  スケジュール   

年度 主な取組内容 

令和４年度 ○ 広島ＤＷＡＴの派遣の流れや活動内容等の整理 

○ 広島ＤＷＡＴチーム員の募集，研修実施 

令和５年度

以降 

○ 広島ＤＷＡＴに関する広報及びチーム員の継続募集 

○ 市町等との連携による実践的な訓練の検討・実施 

○ 国や他の都道府県との連携推進 

 

(4)  予算（一部国庫） 

災害福祉支援ネットワーク構築推進事業（令和４年度）：6,512 千円 

 

(5)  今後の対応 

令和５年度以降は，令和４年度の取組を基に，広島ＤＷＡＴの活動の実効力を高める必要

があるため，次の取組を推進する。 

ア 広島ＤＷＡＴに関する広報及びチーム員の継続募集 

広島ＤＷＡＴの広報・普及啓発を図るため，リーフレット（別紙）等を活用し，市町の   

危機管理・福祉関係部局や関係機関等への周知を行う。 

また，県内各地域において，広島ＤＷＡＴが活動できる体制を整えるため，継続してチ

ーム員の募集を行い，登録者の更なる増加に取り組む。 

イ 市町等との連携による実践的な訓練の検討・実施 

市町との合同訓練の実施や，医療・保健分野との連携など，より実践的な内容の訓練を

検討・実施する。 

ウ 国や他の都道府県との連携推進 

厚生労働省が実施する災害福祉支援ネットワーク中央センター事業（令和４年度：社     

会福祉法人全国社会福祉協議会に委託）等を活用し，他県の取組事例の収集や，広域的な

連携体制の構築に向けた検討を進める。 
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